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地区まちづくり協議会の活動テーマ（認定申請書より）

令和元年度地区まちづくり協議会活動報告の内容
内容

地区まちづくり協議会名

地区まちづくり協議会の認定日

地区まちづくり計画の認定日

今年度（H31.4.1～R2.3.31）の主な活動内容

今年度の活動の成果は。（よかったこと、成功したこと）

課題や問題、解決に向けての取り組み、改善

今後の予定

まちづくり活動費助成
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①名称
②協議会
認定日

③計画
認定日

④協議会の活動テーマ
（認定申請書より）

⑤令和元年度活動内容 ⑥よかったこと、評価できること
⑦課題や問題、解決に向けての

取り組み、改善
⑧今後の予定 ⑨活動費助成

○　まちづくりに関する勉強会（出前講座）：１回

○　白川地域交通安全啓発活動：３回

○　白川区子供会の活動支援：１回

○　白川区役員会義への出席

○　夏祭りへの参加

○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：４回

○　まちづくり計画の運用と活動と４役会議他：４回

○　区・住環境管理委員との活動に関する会議：５回

○　自治会総会時でのまちづくり計画の活動報告：１回

○　地区内防犯・火の用心の夜回り：２４回（月２回）

○　自治会防災・防犯委員会・活動会議：６回

○　自治会防災・防犯訓練及び夏祭り参加：各１回

○　高齢者サポート委員会の会議及び活動参加：８回

○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：１６回

○　地区まちづくり計画案説明会：１回

○　定例自治会六役会：１２回

○　定例自治会役員会：１２回

○　自治総会：1回

○　住環境の実態調査を年３回
実施し、調査結果を、「空き家・空
き地」の所有者様に書面にて報
告を行い、管理不備の場合は、
個別に報告して理解を頂き、「ま
ちづくり計画」は順調に運用され
ている。放置された「空き家・空き
地」の心配もなくなり、「閑静で快
適な住環境と緑豊かな景観を守
る」が実現している。

■　地区内の住民の「南陵町地区
まちづくり計画」の内容の理解不
足。
□　今後に求めている活動内容に
大半の方が高齢のために、理解不
足であると思われるので、再度地
区まちづくり計画の冊子を自治会
を通じて１５０部配布することとし
た。

○　まちづくりに関する会
議（役員会含む）：４回
○まちづくり計画運用に
関する４役会議：６回
○住環境管理委員との
活動内容に関する打ち
合わせ：６回
○　自治会防災・防犯委
員会・活動内容会議：６
回
○　自治会防災・防犯委
員会と共同の夜回り：２４
回（月２回）
○　自治会・防災訓練及
び夏祭り参加と協力：各
１回
○　高齢者サポート委員
会の活動への参加：４回

―2
南陵町地区

まちづくり協議会
Ｈ20年
12月8日

H23年
10月14日

よい町を育んでゆくことを目的と
し安心、安全、良好な住環境を
守る為の活動。

■　協議会活動の課題が多く、取
り組みがなかなかできない。
□　まちづくり問題について、勉強
会のような形で、行政との意見交
換の機会は有意義であったので、
今後もこういった方式で取り組んで
いく。

○　まちづくりに関する会
議（役員会含む）：２回
○　まちづくりに関する勉
強会：１回
○　交通安全啓発活動：
３回

―1
白川区

まちづくり協議会
Ｈ20年
6月26日

H28年
8月26日

１) 白川地区の良好な景観形成
を目指し、景観の保全と育成を
検討する。
２) 白川地区の歴史文化の保
全と継承及び観光振興のた
め、金色院跡などの文化財保
護や整備を検討する。
３) 白川地区の交通問題の解
決に向けて、道路等のあり方に
ついて検討する。
４) 白川地区の特産である茶業
の振興に向けて検討する。
５) 白川地区の福祉の充実に向
けて検討する。

○　まちづくり協議会全体会議の
規模で、地域課題について勉強
会を開催できたことは成果があっ
た。
○　通学の交通安全啓発活動を
行ったところ、地方紙に掲載さ
れ、話題となり、市内各地域への
交通安全啓発に繋がったことは
成果があった。

○　Ｈ３０年に実施したまちづくり
計画第２案の説明会やアンケート
の意見を検証し、第３案を作成し
てまちづくり審議会の承認を得
た。令和元年６月に説明会を開
催し、同意投票を実施した。令和
２年１月のまちづくり審議会で承
認され、今年度中の市長の認定
が得られる見込みとなった。これ
までの過程において、自治会との
良好な関係が促進されたことも大
きな成果。

□　協議会会員を増やす努力を一
層強くするとともに、協議会への理
解を広め、後継者の獲得に注力す
る。

○　まちづくりに関する会
議（役員会含む）：１０回
○　まちづくり懇話会や
音楽会：２回
○　まちづくり計画実行
のための集会等：２回

・活動助成対象金額
138,791円

助成金：69,000円
（内容：まちづくり計
画同意投票関係印

刷費）

3
南御蔵山地区
まちづくり協議会

Ｈ21年
8月14日

未

本協議会は、緑ゆたかで閑静
な住環境を維持し、住民の快適
で安全な生活を守ることを目標
としたまちづくりの実現に向け
て、その具体化と推進をはかる
ことを目的とする。
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○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：８回

○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：６回

○　志津川地区まち協ニュース発行：５回

○　花一杯運動推進：２回

○　ええとこ１００選写真展：１回

○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：１２回

○　防災講習会：１回

○　明星町フェスタ：１回

○　ハロウィンパレード：１回

○　役員同士の仲間意識が強く
なり、意見もよく出るようになっ
た。

□　今後も、地元の意見を要望とし
て、市へ挙げていく。

○　まちづくりに関する
会議（役員会含む）：６回 ―4

宇治市北の玄関
街づくり協議会

Ｈ21年
9月25日

未

六地蔵地区並びに木幡御蔵山
地域の一部の都市機能と生活
環境の向上をはかり、安全かつ
快適で文化的な街づくりを推進
することを目的とする。

○　初めて実施した「ええとこ１０
０選写真展」は、毎月１日に開催
されている「志津川カフェ」の協
力を得て、同時開催させていた
だいたが、志津川のええとこな
ど、それぞれの視点からみた作
品が出品され、地域を見つめな
おす取り組みとして成功させるこ
とができた。

■　一人一人の自覚をどう高める
か。人任せでは、いつまでたっても
地域の発展、居住者一人一人を幸
せにできないことを理解してもらうよ
う努めることがますます重要になっ
てくる。

○　まちづくりに関する
会議（役員会含む）：５回
○　まちづくりに関する
勉強会（出前講座）：１回
○　まちづくりに関する
勉強会（専門家派遣）：１
回
○ええとこ１００選第２回
写真展：１回

―

○　防災講習会は、地域防災を
考える会のメンバーに講師をお
願いした。
○　明星町フェスタの場所を児童
公園で防災もかねて開催した。
○ハロウィンパレードは、例年通
り、夜に子供達と町内をパレード
できた。

ー

○　まちづくりに関する
会議（役員会含む）：７回
○　明星町まちづくり
フェスタ
○　ハロウィンパレード

―

5
志津川地区

まちづくり協議会
H22年
2月8日

未

・ 緑豊かな美しい自然を生かし
たまちづくり

・ 生涯住み続けられる住環境を
つくるまちづくり

・ 助け合って生きていけるまち
づくりを目標としたまちづくりを
行うことを目的とする。

6
明星町地区

まちづくり協議会
Ｈ22年
6月11日

未

明星町地区の住環境を良好に
保ち、健康で安心できる、安全
で、住んでよかったと思えるま
ちづくりの実現に向けて、その
具体化と推進を図ることを目的
とする。
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取り組み、改善
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○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：１７回
　　【内　　容】　「みんなの茶話会」（グループ討論 等）

○　まちづくりに関する勉強会（出前講座）：１回
    【内　　容】　防災

○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：１６回
　　【内　　容】総会１回、定例会４回、役員会１１回

○　町内会役員会への定期活動報告：４回

○　「カフェすみやま」（サロン）：１９回

○　清掃行事：２回
　　【内　　容】　環境整備、道路沿いゴミ撤去

○　要望書活動（地域の要望を行政機関等へ文書で提出・回答）：１回

○　要望書懇談会（市への要望について市各課と地域の懇談）：１回

○　まちづくり協議会ニュースの発行（町内会全戸配布）：１０回

若い人も高齢の人も豊かな自
然環境を生かし安心して楽しく
住みつづけられることを目標と
したまちづくりの実現に向けて、
まちづくりの提案・実践と住民
の合意形成に留意し、その具
現化と推進をはかることを目的
とする。

平等院表参道が国内・国外の
お客様を迎えるにふさわしい通
りとなることを目指し、沿道の事
業者・住民・行政等が協働し
て、地域の歴史的・文化的な背
景を活かした良好な景観づくり
を進めることを本協議会の目的
とする。

○昨年度合意の基本活動指針に
おける、「新規参入店舗のガイド
ライン」の合意ができた。（景観づ
くりに関する部分を含まない。）

■　協議会活動への参加者が固
定されている。
■　協議会活動への参加者が少
ない。
■　協議会活動に無関心である。
□　個別訪問（直接会話）で「みん
なの茶話会」への参加を促してい
る。
□　普段からの会話を大事にして
いる。

7
平等院表参道
まちづくり協議会

Ｈ28年
12月26日

未

8
炭山地区

まちづくり協議会
Ｈ29年
9月20日

未

○　まちづくりに関する
会議（役員会含む）：１６
回
○　自主防災訓練（１
回）

―

○　「カフェすみやま」の運営・企
画・実施は、ふれあい部会のス
タッフのリードが定着した。
○まちづくり協議会の清掃行事
が定着した。
○　まちづくり協議会ニュースの
発行が定着してきた。
○　要望の積み上げがあり、期待
が広がった。
○　役員会、定例会の開催が定
着した。
○　地区まちづくり計画の作成に
着手した。

■　協議会活動への参加者が固
定され、参加者も少ない。
□　まちづくり協議会行事の実施、
ニュース発行を継続・発展させる。
□　町内会や民間の補助金・助成
金を有効活用する。
■　スタッフ不足。まちづくり協議
会の会員を増やし、専門部会の活
動をさらに改善していくことが必
要。

○　まちづくりに関する
会議（役員会含む）：１５
回
○　炭山地区が抱える
課題に対する施策の案
作成へ作業を進める。

―


